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1992年，私が長崎市内の老舗救急病院の 2 代目脳神経外科部長として着任した当
時，脳神経外科で手術ができる病院は市内では大学病院とその病院のみで

あったため，多くの脳卒中や頭部外傷患者が搬送されてきていた。しかし，当時の市内の
救急医療体制には，種々の課題が存在していた。例えば，急性心筋梗塞で倒れると「運が
良ければ県外の某大学病院からドクターカーが迎えに来る。金があれば県外の有名な某病
院に紹介される。運も，金もなければあの世にいける！」なんてことがささやかれていた
ものである。だから脳神経外科医として看護師たちとともに，“頭の救急患者は絶対に断ら
ない”という意気込みで頑張った。
　しかし，救急医療の宿命でもあるが，助かって元気になって喜んで退院される患者さん
の陰には，命は助かったが意識が戻らない患者や，どうしても助けることができなかった
若者などもおり，無力感・絶望感に打ちのめされることも多々であった。中には「命だけ
でもいいから助けてください！」と言っていた家族から，意識障害が残存したこともあり，

「助けてもらわなければよかった！」と言われたこともある。「いったい何のために頑張っ
てるのか？　このままでいいのか？」といった，単に命を助けるという使命感だけでは救
われない気分で落ち込んだこともある。
　その時，救われたのが「地域リハ」〔1991 年日本リハビリテーション病院協会（当時の
名称）〕の考え方との出会いであった。いわく，『地域リハとは，障害を持つ人々や老人が
住み慣れたところで，そこに住む人々とともに，一生安全に生き生きとした生活が送れる
よう，医療や保険，福祉及び生活にかかわるあらゆる人々がリハビリテーションの立場か
ら行う活動のすべてのこと』とあった。これを知った時，悩みの闇の中から光明を見つけ
た思いであった。「そうだ，自分はこの“地域リハ”の範疇で救急医療に従事しているの
だ！」という共感であった。命を助けるだけではなく，その後の障害までもしっかり視野
に入れた救急医療を実践していくことが重要なのだ！　という確固たる医療観が得られた
という実感であった。それからというもの，看護師や PT とともに，どんなに重度の人で
も起こすことを大切にし，早期からリハを開始することにした。
　今や地域リハは「救急から在宅支援に至るまで適時・適切なリハが展開され，全てのラ
イフサイクル，あらゆる障害をも包み込むインクルーシブ社会の創生」を目標として進化
しつつある。
 編集委員　栗原正紀
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